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ける人々、これらの光景が頻繁に見られる
のは本会の特長の一つと言えるのではない
でしょうか。 
過去の本誌記事を拝見し、また、先生方
のお話を伺っていますと、本会の今後のあ
りかたについては既にずいぶんと議論され
てきているようです。世の風潮が応用・実
用研究志向であり基礎電気分析化学をじっ
くりと研究しづらいことや、研究の各論化
がすすみ会員間で共通の問題意識を持ちづ
らいこと、など、状況は決して明るくはあ
りません。しかし、何人かの先生方のおっ
しゃる「どうにかなるんちゃいますか」に
私も賛同します。本会討論会で「討論」が
見られる限りは、そして、その「討論」を
愛する人々がいる限りは、「どうにかな
る」のではないでしょうか。 
 
（にし なおや・京都大学大学院工学研究
科、本会庶務理事） 
